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表表表表参参参参道道道道をををを青青青青山方面山方面山方面山方面へへへへ

 表参道を青山方面にまっすぐ進んでいくと、両側には流行の最先端を行くブラン

ドショップが目立ちます。個性的な店構えに目移りしながら歩いていくと、区立青

南小学校が見えてきます。

 俳人の中村草田男（なかむらくさたお）がここで代表作『降る雪や明治は遠くなり

にけり』を詠みました。その所縁（ゆかり）で句碑が校内にあります [地図(1)]。校

庭では平成生まれの児童たちが元気に走っています。さしずめ現在では、「昭和

は遠くなりにけり」といったところでしょうか。

 小学校のすぐ近くには、斎藤茂吉（さいとうもきち）居住跡の碑があります [地図

(2)]。歌人であり医師でもあった茂吉が経営していた青山脳病院があったところで

す。『あかあかと一本の道通りたり霊剋（たまきわ）るわが命なりけり』の歌が刻ま

れています。「たまきわる」とは「命」にかかる枕詞です。あたりは瀟洒（しょうしゃ）

 

 

▲地図(1) 中村草田男 句碑 

（南青山4丁目 青南小学校内）

 



なマンションに囲まれ、人や車もあまり通りません。大きなくすの木が歌碑を見下

ろしています。

青青青青山山山山霊霊霊霊園園園園をををを抜抜抜抜けけけけ外苑東通外苑東通外苑東通外苑東通りへりへりへりへ

 表参道に戻って乃木坂方面へ歩いていくと、青山陸橋に出ます。目の前に一段

と緑豊かなところがあり、そこが青山霊園です。正面には乃木坂トンネル、右手に

は六本木ヒルズが見えます。青山霊園には、尾崎紅葉（おざきこうよう）、志賀直

哉（しがなおや）や国木田独歩（くにきだどっぽ）などが眠っています。中に入って

桜並木の下を散策すると、そよ風が墓石に落ちる木の葉を吹き払っていました。

 乃木坂トンネルの手前で下る道を行くと、環状３号線に入ります。六本木方向へ

向かうと、平成18年度に開館予定の新国立美術館が建設中です。工事現場のそ

ばを進んでいくと、巨大な壁画が並ぶ道になりました [地図(3)]。一枚一枚ゆっくり

と鑑賞しながら歩けます。壁画が尽きたあたりで左に折れて進んでいくと外苑東

通りに合流します。

外苑東通外苑東通外苑東通外苑東通りからりからりからりから六本木通六本木通六本木通六本木通りへりへりへりへ

 外苑東通りに入る手前の路地のあたりで、明治の頃、フランス料理店「龍土軒

（りゅうどけん）」が開業していました [地図(4)]。田山花袋（たやまかたい）、島崎

藤村（しまざきとうそん）などの自然主義派の文人たちが利用していました。「日本

の自然主義は龍土軒の灰皿の中から生まれた」という言葉が残っているほど、よ

く会合を開いたそうです。この界隈には、今でも美味しそうなメニューのお店が並

んでいます。当時の文人たちが生きていたら、また違ったお店で文学論を戦わし

ていたかもしれません。

 外苑東通りに入って六本木通り方向へと歩いていきます。横文字の看板が増

え、外国語も耳に入ってきます。国際色豊かな町並みになってきました。防衛庁

跡では、新しいビルが建設中です。表通りを曲がって路地に入ったところに、志賀

直哉旧居跡があります [地図(4)]。ここで直哉は14歳から29歳までの多感な時期

を過ごしており、処女作『或る朝』や『網走まで』などを書いています。今は落ち着

いた住宅地ですが、当時は雑木林に囲まれた広大なお屋敷だったそうです。

六本木通六本木通六本木通六本木通りからりからりからりから行合行合行合行合坂坂坂坂へへへへ

 六本木通りに入って、アークヒルズの方へと向かいます。真上を首都高速３号

線が走り、行き交う人や車も多くなってきました。アークヒルズの手前で道は二又

に分かれ、右手へ曲がると行合坂です。坂を少し下ったところが泉ガーデンにな

ります。近未来的ともいえるビルの谷間には、オアシスのように街路樹が配置さ

れています。このあたりに、孤高の文人・永井荷風の偏奇館（へんきかん）があり

ました [地図(6)]。大正９年から昭和20年の空襲で焼けるまでの25年間、荷風は

ここで暮らしていました。この間、『墨東綺譚（ぼくとうきたん）』や『日和下駄（ひよ

りげた）』などが書かれています。偏奇館の名の由来は、ペンキ塗り洋館をもじっ

てのことです。木造２階建てだったそうですが、すっかりハイテクビルに囲まれた

今の偏奇館跡を見たら、江戸情緒を求めた荷風も目を丸くすることでしょう。

飯倉片町飯倉片町飯倉片町飯倉片町・・・・永永永永坂坂坂坂からからからから麻布十番麻布十番麻布十番麻布十番へへへへ

 行合坂に戻って南へ進み、外苑東通りとの交差点が飯倉片町です。路地へ入

っていくと、狸穴坂（まみあなざか）・鼠坂（ねずみざか）・植木坂など、起伏が多い

ところです。ちなみに、「まみ」は雌のタヌキのこととか。そんな一角に、島崎藤村

旧居跡があります [地図(7)]。あたりはマンションが建ち並び、表通りの喧騒が遠

くに聞こえます。大正７年から昭和11年まで藤村はここに住み、大作『夜明け前』

を完成させています。近くには外務省飯倉公館やロシア大使館などがあり、警備

▲地図(2) 斎藤茂吉 居住跡 

（南青山4丁目）

 

▲地図(3) 新国立美術館 建設現場付近

 

▲地図(4) 龍土軒跡 

（六本木7丁目）

 

▲地図(5) 志賀直哉 居住跡 

（六本木4丁目）

 

▲地図(6) 偏奇館跡 

（六本木1丁目）

 



も厳重な一帯のようです。明治維新前夜の激動期を書きあげた藤村の眼には、

現代の日本はどう映るのでしょうか。

そろそろ日も傾き、お腹もすいてきました。首都高速が走る通りに出ると、永坂で

す。ここから麻布十番商店街が近くにあります。お蕎麦屋さんで、一日の締めくく

りに一杯やりながら、食事といたしましょう。

▲地図(7) 島崎藤村旧居跡 

（麻布台3丁目）
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